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第
６
期
丹
波
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
委
員

会
で
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
委
員
が
８
つ
の

実
践
活
動
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、

様
々
な
実
践
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
今
回
の
夢
会
議
で
は
、
ビ
ジ
ョ

ン
の
活
動
を
広
く
伝
え
る
と
と
も
に
、

活
動
内
容
の
充
実
や
活
動
の
一
層
の

連
携
等
を
深
め
る
た
め
、
各
グ
ル
ー

プ
の
取
組
の
発
表
を
行
っ
た
ほ
か
、

発
表
に
対
す
る
意
見
交
換
等
を
行
い

ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
足
立
德
行
丹
波
地
域

ビ
ジ
ョ
ン
委
員
会
委
員
長
か
ら
「
丹

波
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
委
員
会
は
、
丹
波

地
域
の
良
さ
を
再
認
識
し
て
、
『
丹

波
地
域
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
』、『
住

ん
で
み
た
い
』
と
思
っ
て
い
た
だ
け

る
魅
力
あ
る
地
域
に
し
た
い
と
い
う

思
い
で
、
地
域
の
み
な
さ
ん
と
も
連

携
し
な
が
ら
活
動
を
進
め
て
き
た
。

本
日
は
８
つ
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
活
動

の
発
表
を
行
う
の
で
、
会
場
の
方
か

ら
も
積
極
的
な
ご
意
見
を
お
願
い
し

た
い
。
」
と
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま

し
た
。

次
に
、
８
つ
の
実
践
活
動
グ
ル
ー

プ
が
発
表
を
行
い
、
参
加
者
か
ら
は

発
表
に
対
す
る
意
見
等
が
数
多
く
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

・
家
庭
の
取
組
も
重
要
な
の
で
、
家

庭
で
ど
う
対
応
す
れ
ば
い
い
か
を

啓
発
し
て
ほ
し
い
。

・
発
見
し
た
資
源
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
化

し
た
り
、
ど
こ
で
ど
う
い
っ
た
も

の
が
丹
波
地
域
に
眠
っ
て
い
る
の

か
を
分
か
る
よ
う
に
ま
と
め
て
ほ

し
い
。

・
丹
波
地
域
が
自
立
す
る
と
い
う
の

は
ど
う
い
う
イ
メ
ー
ジ
か
。
発
見

し
た
材
料
に
対
し
て
将
来
誰
が
取

組
等
を
担
っ
て
い
く
の
か
。

・
里
山
の
活
動
を
し
て
い
る
グ
ル
ー

プ
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
連
携
し

て
ほ
し
い
。

・
グ
ル
ー
プ
の
最
終
目
標
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

・
専
門
用
語
を
使
わ
ず
に
や
っ
て
い

る
の
が
良
く
、
実
験
も
分
か
り
や

す
か
っ
た
。
活
動
を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ

す
べ
き
だ
。

・
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
は
知
ら
な
か
っ

た
。
勉
強
に
な
っ
た
。

・
移
住
者
の
意
見
を
み
ん
な
で
共
有

し
た
い
。

・
田
舎
暮
ら
し
体
験
の
取
組
を
し
て

い
き
た
い
が
、
実
際
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
教
え
て
ほ
し
い
。

・
有
機
栽
培
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
貯
め
て

も
ら
い
、
共
有
で
き
る
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
。

・
丹
波
の
里
塾
の
コ
ス
ト
面
や
実
施

の
継
続
に
向
け
た
課
題
は
何
か
。

・
公
民
館
行
事
に
取
り
入
れ
て
も
ら

え
る
よ
う
働
き
か
け
て
は
ど
う
か
。

・
活
動
自
体
が
健
康
づ
く
り
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
仲
間
を
増
や
て
い

く
の
は
ど
う
か
。

・
紙
芝
居
化
に
よ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

伝
達
と
い
う
手
法
を
、
他
の
グ
ル
ー

【
グ
ル
ー
プ
の
活
動
発
表
に

対
す
る
意
見
等
の
ま
と
め
】

（
横
山
専
門
委
員
、
小
橋
専
門
委
員
）

青
少
年
健
全
育
成
グ
ル
ー
プ

グ
ル
ー
プ
た
ん
ば
な
う

里
山
の
お
宝
探
検
隊
グ
ル
ー
プ

グ
ル
ー
プ
さ
る
が
出
た

!!

都
市
と
の
交
流
グ
ル
ー
プ

遊
楽
農
グ
ル
ー
プ

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

男
女
共
同
参
画
グ
ル
ー
プ

「「 「
丹丹 丹
波波 波
のの の
森森 森
夢夢 夢
会会 会
議議 議
」」 」
をを を
開開 開
催催 催
！！ ！

十
二
月
十
五
日
（
土
）
に
柏
原
住
民
セ
ン
タ
ー
（
丹
波
市
柏
原
町
）
で
、

「
丹
波
地
域
の
『
い
い
ね
！
』
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
「
丹

波
の
森
夢
会
議
」
を
開
催
。
地
域
住
民
や
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
委
員
な
ど
約
百

名
が
集
ま
り
、
ビ
ジ
ョ
ン
委
員
会
の
実
践
活
動
グ
ル
ー
プ
の
発
表
や
発
表

に
対
す
る
意
見
交
換
等
を
行
い
ま
し
た
。

平成24年度
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プ
で
も
使
え
る
よ
う
な
形
で
共
有

し
て
い
け
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
。

・
広
報
を
し
っ
か
り
し
て
、
各
地
域

で
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
て
ほ
し

い
。

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
を
す
る

こ
と
が
自
立
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
が
、
自
立
に
は

つ
な
が
る
と
思
っ
て
い
る
。

・
活
動
に
対
し
、
ま
ず
当
事
者
意
識

を
持
ち
、
そ
の
う
え
で
役
割
を
担
っ

て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
。

・
グ
ル
ー
プ
の
最
終
目
標
は
、
豊
か

な
自
然
の
里
山
や
そ
の
現
状
が
正

し
く
理
解
さ
れ
た
う
え
で
、
都
会

の
人
と
有
意
義
な
交
流
を
す
る
と

い
う
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
。

・
Ｉ
タ
ー
ン
者
は
、
自
然
、
お
い
し

い
も
の
、
豊
か
な
人
情
、
受
け
継

が
れ
た
歴
史
な
ど
を
求
め
て
丹
波

地
域
へ
来
て
い
る
が
、
地
元
の
方

は
そ
れ
を
宝
物
だ
と
思
っ
て
い
な

い
。
こ
の
意
識
ギ
ャ
ッ
プ
が
一
番

大
き
い
の
で
、
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
力

や
新
た
な
発
想
を
活
用
し
た
地
域

づ
く
り
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。

・
「
丹
波
の
里
塾
」
の
継
続
に
つ
い

て
は
、
栽
培
し
た
も
の
を
売
っ
た

り
、
塾
生
か
ら
受
講
料
を
も
ら
え

ば
今
後
も
可
能
だ
と
思
う
。

・
丹
波
地
域
で
今
、
一
番
問
題
に
な
っ

て
い
る
の
は
医
療
の
問
題
で
あ
り
、

多
く
の
人
が
参
加
し
て
丹
波
地
域

の
あ
り
方
を
検
討
し
て
ほ
し
い
し
、

ビ
ジ
ョ
ン
委
員
会
で
も
話
し
合
っ

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

・
た
く
さ
ん
の
活
動
が
展
開
さ
れ
て

い
る
の
で
、
自
治
会
の
活
動
で
も

取
り
入
れ
た
い
。

・
自
分
た
ち
で
何
が
で
き
る
か
、
自

分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
を
や
ろ
う

と
い
う
こ
と
で
ビ
ジ
ョ
ン
委
員
と

し
て
活
動
し
て
い
る
。
「
も
っ
と

こ
う
し
た
ら
い
い
」、「
こ
う
い
う

こ
と
が
あ
る
」
と
い
う
意
見
が
あ

れ
ば
ぜ
ひ
教
え
て
い
た
だ
き
た
い

し
、
我
々
の
活
動
に
つ
い
て
も
ご

理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い

と
思
う
。

・
特
に
こ
れ
か
ら
の
情
報
社
会
は
、

距
離
を
越
え
て
ど
の
よ
う
な
活
動

を
展
開
し
て
い
け
る
か
と
い
う
こ

と
だ
と
思
う
。

・
里
山
は
人
の
手
が
常
に
加
え
ら
れ
、

そ
の
成
果
で
あ
る
収
穫
が
人
の
生

活
を
豊
か
に
す
る
。
外
ば
か
り
見

な
い
で
、
丹
波
の
里
山
の
良
さ
を

見
つ
け
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が

た
い
。

・
Ｉ
タ
ー
ン
の
人
と
地
元
の
人
と
の

ギ
ャ
ッ
プ
が
く
せ
者
だ
。
日
役
が

あ
る
こ
と
を
、
住
ん
で
み
て
初
め

て
知
っ
た
と
い
う
人
も
い
る
が
、

田
舎
で
は
当
た
り
前
と
い
う
こ
と

を
都
会
の
人
た
ち
に
認
識
し
て
も

ら
い
た
い
。

・
ビ
ジ
ョ
ン
委
員
会
の
よ
う
な
自
主

的
な
活
動
は
続
け
て
も
ら
っ
た
ら

い
い
し
、
や
る
べ
き
だ
と
思
う
。

一
方
で
、
市
や
県
と
し
て
取
り
組

む
べ
き
課
題
は
真
剣
に
取
り
組
ん

で
い
く
。
マ
イ
ナ
ス
の
面
を
一
挙

に
プ
ラ
ス
に
変
え
る
の
は
難
し
い

が
、
マ
イ
ナ
ス
の
進
行
を
で
き
る

だ
け
小
さ
く
し
、
最
後
に
プ
ラ
ス

に
し
て
い
く
。
こ
う
い
う
努
力
を

積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ

と
思
う
。

・
丹
波
で
生
ま
れ
、
育
ち
、
生
活
し

て
、
丹
波
で
死
ぬ
。
こ
れ
が
丹
波

人
の
心
意
気
で
は
な
い
か
。
課
題

に
ど
う
対
応
し
、
解
決
に
対
し
て

協
力
し
て
い
く
か
。
い
ろ
い
ろ
な

考
え
方
が
あ
る
中
で
そ
の
姿
勢
を

常
に
持
ち
続
け
て
い
け
ば
地
域
は

良
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

【
意
見
等
に
対
す
る

グ
ル
ー
プ
の
回
答
】

グ
ル
ー
プ
た
ん
ば
な
う

里
山
の
お
宝
探
検
隊
グ
ル
ー
プ

都
市
と
の
交
流
グ
ル
ー
プ

遊
楽
農
グ
ル
ー
プ

【
意
見
交
換
】

【
井
戸
知
事
総
括
コ
メ
ン
ト
】
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各 実 践 活 動

グループの活動紹介グループの活動紹介グループの活動紹介

グループたんばなう

　「たんばなう」では、地域の自立を実現するために、1年目

はビジネスの種を発掘するということで、放置されがちな

柿や竹に続き、マコモダケ、廃鶏などの有効活用を模索し

ています。そして4月からの2年目では、これらビジネスの

種に磨きをかけ、売れる魅力的な商品へと開発をしていき

ます。

　1月19日には、丹波地域内外から80人以上集まっていた

だき、廃鶏と平飼い卵を使った親子丼や地元食材で作った

味噌汁、お餅などを参加者とともに作り、いただきながら

活動をPRする新年会イベントを開催しました。アンケートを実施した親子丼については、たくさんの

ご意見をいただくことができ、今後の商品開発に活かしていきたいと考えています。

　まだまだ丹波には忘れられたり見過ごされた宝がいっぱい眠っていると思います。まだまだ情報を

お待ちしています。また一緒に活動をしていただける同志も募集しております。一緒に丹波を魅力的な

地域にしていきましょう。

マコモダケの収穫

里山のお宝探検隊グループ

　先般の丹波の森夢会議において、他のグループの活発な

活動状況や丹波地域の里山に対するニーズの高さを実感

し、私たちのグループにも「頑張れ」との励ましを頂き期待

の大きさを感じました。そうした中で当グループは、活動の

主目的である交流イベント地を篠山市大山地区とし、4月

28日の実施に向け地域の自治会、関係諸団体の方々や都市

との交流グループへの協力支援を要請したところ、それぞ

れの方々から快諾を得て、私たちの活動にも拍車がかかり、

現在、事前準備にとりかかっています。イベント内容は、大乗寺から金山(鬼の架け橋)、鐘ヶ坂の明治・昭

和のトンネルといった里山散策による動・植物の観察と歴史探究をしながら、里山だから味わえる山菜

の魅力にも迫り地域と都会の人たちの交流を深めたいと考えております。

鐘ヶ坂トンネル（明治のトンネル）
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都市との交流グループ

　「都市住民と丹波地域住民が交流する」、「都市住民が丹波

地域へ移住・定住する」、これが私たちのグループがめざす活

動です。昨年11月には、篠山・洞光寺のもみじまつりで、「都市

と丹波の交流コーナー」のテントを設け、都市からのお客さ

まに、丹波地域の観光や地域情報を提供したり、丹波地域へ

の移住に向けた相談を受けました。

　来る３月24日（日）には、丹波市青垣町に完成した「田舎暮

らし体験古民家」（かじかの郷）をお借りし、「都市住民と丹波

住民の交流会」（30名参加予定）を開きます。この古民家は、丹

波地域への移住を考えている方に１ヶ月単位で宿泊体験を

してもらうためのものです。交流会では古民家の見学、地元食材を使った手づくり料理を味わったあ

と、参加者による意見交換会をします。

　丹波地域の人口減少は、地域力の低下を招いています。一方で都市住民の田舎暮らし志向が高まって

います。この二つをマッチさせること、それは単に数の問題ではなく、双方が納得し、満足する移住・定

住ができることが必要であり、私たちのグループでもその取組をサポートしたいと思っています。

都市と丹波の交流コーナー

高齢者の生きがいづくりグループ

　グループでは、高齢者の健康増進と体力向上を目的とし

た講演会「いきいき健康講演会～ウォーキングで心も体も

いきいき熟年を目指して！～」を、「インターバル速歩」を

提唱されている能勢博信州大学大学院教授を迎え2月17

日に開催しました。100名を超す参加者を前に能勢教授

は、１万歩だらだらと歩くだけでは体力は向上しないと説

明されるとともに、３分間隔で「速歩き」と「ゆっくり歩き」

を繰り返すインターバル歩行を取り入れたウォーキング

により、高齢者の体力アップと健康増進が図られた実例を

示され、この方法がこれからの超高齢化社会の医療費の抑

制につながると熱く語られました。

「いきいき健康講演会」の様子

里山のお宝探検隊グループ

遊楽農グループ

　有機野菜栽培体験塾「第3期丹波の里塾」を開催し、多数の

方にご参加いただきました。

 　 8月18日（土）　肥料まき、秋野菜苗作り、播種

 　 9月15日（土）　秋野菜移植

　10月20日（土）　秋野菜管理

　11月17日（土）　秋野菜収穫祭

　  1月19日（土）　特別塾　手作りの黒豆の味噌作り（10月

　　　　　　　　 頃の出来上がりが楽しみです。）

　今年も丹波の里塾（第4期）を開催しますので、参加をお願

いします（4月～11月の計7回開催予定）。

～農業の楽しさを丹波で体験しよう～

収穫祭
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青少年健全育成グループ

　青少年健全育成グループでは不登校やひきこもりの当事

者・家族を支えるネットワークづくりをめざしています。

【主な活動内容】

１月　こども・若者の居場所「TAMARIBA」（丹波市春日町）

　　　の開所式を行いました。毎週日、月曜日がオープン日

　　　です。

２月　丹波市連合婦人会主催（青少年健全育成グループ協

　　　力）の講演会と学習交流会「ひきこもりって何？」を

　　　開催

　　　80名を超える多数の参加者があり、意見交換も活発に行われました。

　活動が徐々に形になって見えてきました。居場所「TAMARIBA」を中心にこれからの形、成果を出し

ていきたいと思います。　

「TAMARIBA」の開所式

～不登校とひきこもりを地域で支えよう～

グループさるが出た!!

　１月13日に第１回目の啓発活動を丹波市春日町古河自治
会で行いました。トラッキング現象（プラグとコンセントの
間にたまったほこりが湿気を帯びて発火すること）の実演、
身近な物を使った応急担架や応急手当の説明をさせていた
だきました。
　目の前でトラッキング現象を見てもらえたのが良かった
ようでした。また、身近な物を担架にして搬送する講話で
は、竹と毛布を使ったものを実際に作り住民の方に患者や
搬送係をしていただきました。
　今後もどんどん啓発活動を行い、防災・減災という重たい

話ですが楽しく視聴していただけるようにスキルアップに努め、丹波地域の安全安心に寄与できたらい
いなと思っています。
　その後、３月９日には丹波の森公苑で丹波市消費者協議会のみなさんに啓発活動をさせていただきま
した。メニューも増やして色んなニーズにも対応できるようにしていきたいとも考えていますので、講
話等のご依頼お待ちしております。

男女共同参画グループ

　私たち男女共同参画グループは、主に家庭、地域での男女
共同参画に関することを題材に紙芝居を作成し、上演の要請
があった自治会などに出向き、地域の人たちと一緒に勉強さ
せていただいております。
　若者の間ではデートＤＶなどの問題が起きていると聞い
ていますが、一番身近な家庭、地域、職場の取組が遅れている
のではと考えます。
　これから少子高齢化が進んでいく中で、男女が助け合い、
楽しく暮らしていくためには、男女共同参画は必須の条件と
考えます。
　他の団体との連携も視野に入れながらグループ一同和気
あいあいと活動していきたいと思っています。
　紙芝居を通じて、みなさんと一緒に楽しみながら考えていきたいと思いますので、上演のご依頼お待
ちしております。

啓発活動の様子

紙芝居上演の様子
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県民情報番組「ひょうご“ワイワイ”」
                      （サンテレビ）に出演しました！
県民情報番組「ひょうご“ワイワイ”」
                      （サンテレビ）に出演しました！

丹波市青垣町かじかの郷で都市との
交流グループが取材を受けました！

遊楽農グループが実施している「丹波の里塾」にはばタンが一日入塾し、
農作業や古代米の餅つきなどを体験しました。

　暮らしの中の男女の役割を考えてみませんか？紙芝居を通じて、みなさんと
一緒に楽しみながら考えていきたいと思っています。

★内　　容 :

★所要時間 :
★申込方法 :

「地域活動のあり方を考えよう」
「家庭における男女の役割を考えよう」
 約２０分
事務局までお申込ください。

★主な内容 :

★所要時間 :
★申込方法 :

・紙芝居
・トラッキング現象の実演
・消火器（加圧式、蓄圧式）のお話
・身の回りのものを使った応急担架の作り方
約30分以上（ご相談に応じます。）
事務局までお申込ください。

「男女で支え合う地域づくり」を考える紙芝居を出前します！（男女共同参画グループ）

防災・防犯に関する出前講話をします！（グループさるが出た ! ! ）

３月３日（日）に
放送されました。

丹波地域ビジョン委員会からのお知らせ丹波地域ビジョン委員会からのお知らせ
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お気軽に
お問い合わせ
　ください！！

◆サンテレビ「ひょうご“ワイワイ”」のホームページで動画をご覧いただけます。http://www.sun-tv.co.jp/yy/

無料




